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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

本年4月末にリリースされた、明
あけちてつどう
知鉄道（岐阜県恵

那市）の応援酒『鐵の道』。地元の酒蔵である岩村醸
造によって製造された。写真は『鐵の道』を掲げる
岩村醸造代表・渡會充晃氏（提供：明知鉄道）

◆BIO tech 2017 第16回バイオ・ライ
フサイエンス研究展（同時開催＝第1
回バイオ医薬EXPO ／第30回インタ
ーフェックス ジャパン／第11回 医
薬品原料 国際展（インファーマ ジャ
パン）／第2回ドリンク ジャパン）
会 期：2017年6月28日（水 ）～ 30日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日のみ17：30終了）▷会場：東
京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場料：無料（事前登録制）
▷主催：リード エグジビション ジ
ャパン 株式会社/問合せ先：《来場
に関して》03-5302-3039《出展に関
して》03-3349-8509

◆「第12回再生可能エネルギー世界展
示 会 」The 12th RENEWABLE ENER
GY 2017 EXHIBITION
会期：2017年7月5日（水）～ 7日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：パシフィコ横浜（横浜市西区みな
とみらい1-1-1）▷入場料：無料（登録
入場制）▷主催：再生可能エネルギー
協議会/問合せ先：事務局03-5297-
8855（株式会社シー・エヌ・ティ内）

◆PVJapan2017

会期：2017年7月5日（水）～ 7日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみ
らい1-1-1）▷入場料：無料（登録入場
制）▷主催：一般社団法人 太陽光発電
協/問合せ先：運営事務局03-6812-
8694（株式会社日経ピーアール内）

◆ メ ン テ ナ ン ス・ レ ジ リ エ ン スTOK
YO2017（プラントメンテナンスショ
ー／インフラ検査・維持管理展／労
働安全衛生展ほか）
会 期：2017年7月19日（水 ）～ 21日

（金）▷ 開催時間：10：00 ～ 17：00
▷ 会場：東京ビッグサイト 東ホー
ル（東京都江東区有明3-11-1）▷入場
登録料：\3,000（税込）＊招待状持参
者、事前登録者、官庁・地方公共団
体、学生は登録無料▷主催：一般社
団法人日本能率協会ほか/問合せ先：
来場者ヘルプデスク03-6809-2707

（K3 クリエーション内）
◆気象・環境テクノロジー展

会 期：2017年7月19日（水 ）～ 21日
（金）▷ 開催時間：10：00 ～ 17：00
▷ 会場：東京ビッグサイト 東ホー
ル（東京都江東区有明3-11-1）▷入場
登録料：\3,000（税込）＊招待状持参
者、事前登録者、官庁・地方公共団
体、学生は登録無料▷主催：一般社

団法人日本能率協会/問合せ先：来
場者ヘルプデスク03-6809-2707（K3 
クリエーション内）

◆第8回 省エネ・節電 EXPO（同時開催
＝ 第12回 オ フ ィ ス セ キ ュ リ テ ィ
EXPO ／ 第11回 オ フ ィ ス 防 災EXPO
／第7回オフィスサービスEXPO ／第
5回HR EXPO ～人事労務・教育・採
用 支援展～／第4回ワークスタイル
変革EXPO ／第2回会計・財務EXPO）
会 期：2017年7月26日（水 ）～ 28日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
▷会場：東京ビッグサイト（東京都
江東区有明3-11-1）▷入場料：無料
（事前登録制）▷主催：リード エグ
ジビション ジャパン 株式会社/問
合せ先：《来場に関して》03-5324-
1312《出展に関して》03-3349-8515

●AIST 太陽光発電研究 成果報告会 2017
会期・時間：2017年6月13日（火）14時
30分～ 17時45分　＊意見交換会は18
時より開催予定／ 14日（水）10時00分
～ 17時00分　（意見交換会は18時00分
より開催予定）▷会場：つくば国際会
議場　大ホール（茨城県つくば市竹園
2-20-3）▷参加費：《成果報告会》無料
／《意見交換会》4,000円▷主催：国
立研究開発法人 産業技術総合研究所

太陽光発電研究センター／福島再生可
能エネルギー研究所/問合せ先：事務
局rcpv-seika2017-ml@aist.go.jp

●太陽光発電事業者向けセミナー『太陽
光発電O&M講座』
会期・時間：2017年6月16日（金）▷時
間：13時30分～ 17時30分（受付開始13
時）▷会場：JR南新宿ビル 15階 会議
室A（東京都渋谷区代々木2-1-5）▷参
加費：\10,000（税込）▷主催：株式会
社エナジービジョン／ソーラージャ
ーナル/問合せ先：03-5829-6424（エ
ナジービジョン内）

●FCDIC 第23回寺子屋式燃料電池講習会
会期・時間：2017年6月26日（月）▷時
間：13時30分～ 17時30分（受付開始13
時）▷会場：中央大学 駿河台記念館（東
京都千代田区神駿河台3-11-5）▷参加
費：会員＝\10,000 ／非会員＝\20,000
／学生＝\5,000▷主催：一般社団法人 
燃料電池開発情報センター（FCDIC）/問
合せ先：03-6206-0231（FCDIC）

●日本エネルギー学会　新エネルギー・
水素部会統合記念シンポジウム 「新エ
ネルギーが生み出す水素社会」
会期：2017年6月26日（月）▷開催時間：
13：30 ～ 17：20▷ 会場：全国家電
会館　5階講堂（文京区湯島3-6-1）▷
参加費：会員＝\6,000ほか要確認▷

主催：日本エネルギー学会 新エネル
ギー・水素部会/問合せ先：日本エネ
ルギー学会「講演会」係03-3834-
6456

●第18回風力エネルギー利用総合セミ
ナープログラム
会期：2017年6月29日（木）／ 30日（金）
＊懇親会29日（木）18：00 ～ 19：30▷ 
開催時間：29日13：00から▷ 会場：
足利工業大学　大前キャンパス　大
講義室（栃木県足利市大前町268-1）▷
参加費：一般\7,000 ／学生\2,000（テ
キスト等含む）＊懇親会費：一般
\3,000 ／学生\1,000円▷主催：足利
工業大学総合研究センター /問合せ
先：0284-62-0782（足利工業大学総合
研究センター「セミナー係」）

●NEDO環境部事業報告会
会期：2017年7月26日（水）▷開催時間：
9：00 ～ 17：25（受付8：30 ～）▷ 会
場：NEDO川崎本部　2301会議室（神奈
川県川崎市幸区大宮町1310　ミューザ
川崎セントラルタワー 23階）▷参加費：
無料▷主催：国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
/問合せ先：044-520-5250（NEDO環境部）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（6月～ 7月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

〝
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第⑩回

▼
「
地
域
の
地
域
に
よ
る

地
域
の
た
め
」
に
注
目

本
コ
ラ
ム
は
、
「
地
域
の

地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の

サ
ム
シ
ン
グ
」
と
題
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
に
関
す
る
カ
レ
ン
ト
情

報
を
掲
載
し
て
い
る
『
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
新
聞
』
紙
上
で
、

国
内
外
の
北
東
西
南
（
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
）
か
ら
地
域
が
主
役
の

い
ろ
い
ろ
の
話
題
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

今
回
は
「
パ
リ
協
定
」
離

脱
で
日
本
か
ら
距
離
感
が
遠

く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
「
ア
メ
リ

カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
、
そ
し

て
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事

の
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
に

関
連
づ
け
、
「
地
域
と
フ
ァ

ー
ス
ト
」
に
つ
い
て
私
見
を

述
べ
る
。

▼
Ｏ
ｆ
、
Ｂ
ｙ
、
Ｆ
ｏ
ｒ
の

再
認
識

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
地
域
の
地
域
に
よ
る
地
域

の
た
め
の
サ
ム
シ
ン
グ
」
を

以
下
〝
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
〟

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
表

示
、
ま
た
は
こ
れ
を
「
の
よ

る
た
め
」
と
も
呼
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
、
リ
ン
カ
ー
ン

の
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
の
演
説

の
、「
人
民
の
人
民
に
よ
る

人
民
の
た
め
の
」
に
由
来
す

る
。実

は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は

14
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
英
訳

の
聖
書
の
序
文
に
見
出
す
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
。
リ
ン

カ
ー
ン
が
演
説
な
か
ば
で
、

こ
の
演
説
に
つ
い
て
世
界
は

注
目
は
お
ろ
か
記
憶
す
る
こ

と
も
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
て

い
る
が
、
民
主
主
義
の
最
も

重
要
な
理
念
と
し
て
、
筆
者

は
本
紙
に
も
何
度
も
書
か
せ

て
頂
い
て
い
る
。

▼
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト

第
45
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

大
統
領
に
は
、「
ア
メ
リ
カ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
（
米
国
第
一
主

義
）
」
を
掲
げ
た
ト
ラ
ン
プ

氏
が
当
選
し
た
。
雇
用
促

進
・
失
業
削
減
・
貿
易
不
均

衡
是
正
な
ど
ア
メ
リ
カ
の
国

益
を
最
優
先
す
る
こ
と
を

「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
」
と
置
き
換
え
て
い
る
。

就
任
し
た
２
０
１
７
年
１
月

以
降
、
選
挙
公
約
を
次
々
と

大
統
領
令
で
実
施
し
、
混
乱

が
生
じ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

２
０
１
７
年
６
月
１
日

（
日
本
時
間
６
月
２
日
）
に

公
式
に
発
表
し
た
「
パ
リ
協

定
離
脱
」
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に

「
世
界
の
ア
メ
リ
カ
」
の
看

板
を
「
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ

カ
」
に
変
容
さ
せ
た
。

る
日
本
酒
の
銘
柄
で
も
あ
る
。

現
在
、
全
国
の
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
沿
線
の
11
の
酒
蔵
か
ら

同
じ
名
前
の
『
鐵
の
道
』
が

発
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、〝
地
域
の
、
地
域
に
よ

る
、
地
域
の
た
め
の
『
鐵
の

道
』
〟
と
言
う
こ
と
が
出
来

る
だ
ろ
う
。
筆
者
の
こ
の
提

案
を
膨
ら
ま
せ
、
都
道
府
県

す
べ
て
に
拡
大
さ
せ
47
蔵
の

『
鐵
の
道
』
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

▼
地
域
と
地
球
の
持
続
性

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
」
を
引
き
合
い
に
し
、

「
パ
リ
協
定
離
脱
」
を
宣
言

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、

「
私
は
大
統
領
が
仕
事
で
あ

る
。」
と
述
べ
、「
私
を
大
統

領
に
選
ん
だ
の
は
ピ
ッ
ツ
バ

ー
グ
の
市
民
で
あ
り
、
パ
リ

で
は
な
い
。」
と
も
述
べ

た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領

の
意
義
と
職
務
を
、
株
式
会

▼
小
池
都
知
事
の

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」

こ
れ
よ
り
先
、
都
知
事
選

で
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を

唱
え
た
小
池
百
合
子
氏
が
、

２
０
１
６
年
８
月
、
東
京
都

知
事
に
就
任
し
た
。
都
民
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
都
政
、
都

民
目
線
に
よ
る
行
政
を
進
め

る
こ
と
を
、
こ
の
言
葉
に
重

ね
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
と
小
池
氏
の

「
フ
ァ
ー
ス
ト
」
に
つ
い
て

は
違
い
が
あ
る
。
前
者
の
そ

れ
は
「
ア
メ
リ
カ
」
で
あ

り
、
後
者
は
「
都
民
」
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は

「
国
」
で
あ
り
、
後
者
は

「
人
」
で
あ
る
。

▼
リ
ン
カ
ー
ン
の

Ｏ
ｆ
、
Ｂ
ｙ
、
Ｆ
ｏ
ｒ

リ
ン
カ
ー
ン
が
、
国
内
戦

争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
ゲ

テ
ィ
ス
バ
ー
グ
の
演
説
で
唱

え
た
「
人
民
の
人
民
に
よ
る

人
民
の
た
め
の
政
治
」
の
主

体
は
、「
人
」
で
あ
っ
た
。

三
つ
の
前
置
詞
Ｏ
ｆ
、
Ｂ

ｙ
、
Ｆ
ｏ
ｒ
の
Ｏ
ｆ
は
所

有
、
Ｂ
ｙ
は
手
段
、
Ｆ
ｏ
ｒ

は
目
的
に
重
ね
ら
れ
る
。
こ

の
三
つ
を
「
人
民
」
に
重
ね

て
、
民
主
主
義
政
治
を
表
現

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
リ
ン
カ
ー
ン

の
演
説
は
、
民
主
主
義
の
理

念
を
的
確
に
語
る
も
の
で
あ

り
、
日
本
国
憲
法
の
前
文
に

も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
起
草
に

よ
る
も
の
で
、
戦
争
は
、
多

く
の
人
民
（
国
民
）
の
犠
牲

の
上
に
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
そ
う
な
ら
な
い
こ
と
に

立
脚
し
た
政
治
を
求
め
る
理

念
を
、
リ
ン
カ
ー
ン
も
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
も
共
通
し
て
い
た

と
言
え
る
。

▼
主
体
の
置
き
換
え
と

サ
ム
シ
ン
グ
の
例

本
コ
ラ
ム
で
は
、
Ｏ
ｆ
、

Ｂ
ｙ
、
Ｆ
ｏ
ｒ
の
主
体
を

「
人
民
」
か
ら
「
地
域
」
に

替
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
人
民
」
は
国
民
と
同
義
で

あ
る
が
、「
地
域
」
は
あ
る

場
所
を
意
味
す
る
と
同
時

に
、
そ
こ
に
は
市
民
や
そ
の

暮
ら
し
を
含
ん
で
い
る
。
し

た
が
っ
て
、「
地
域
の
サ
ム

シ
ン
グ
」
に
は
、
暮
ら
し
に

関
わ
る
多
く
の
何
か
が
、
隠

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
地
方
の
地
域
は
、

そ
の
名
の
通
り
地
域
活
性
化

と
そ
の
持
続
性
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
東
京
一
極
集
中
の
影
響

で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ

で
、
筆
者
が
取
り
組
ん
で
い

る
地
方
活
性
化
の
サ
ム
シ
ン

グ
の
一
つ
に
、
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
と
地
酒
蔵
を
応
援
す
る

『
鐵
の
道
』
が
あ
る
。
そ
れ

は
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
を
応
援
す

社
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
社
長

と
勘
違
い
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

『
鐵
の
道
』
は
、
地
域
を

守
る
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
ツ
ー

ル
の
仕
掛
け
で
あ
る
が
、

「
パ
リ
協
定
」
は
地
球
を
守

る
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
の
仕
掛

け
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
小
国
ツ
バ
ル
も
大

国
ア
メ
リ
カ
も
共
通
し
た
胸

中
の
免
罪
符
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
こ

そ
が
、
地
球
を
守
る
仕
事
で

あ
る
と
、
気
づ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。


